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全国ろう重複障害者施設連絡協議会 

平成 25 年度活動報告 

〈活動のまとめ〉 

東日本大震災に係る復興や社会福祉の諸課題に現れる社会情勢の中で、当協議会は会員

施設の皆様の拠り所となれるように、弱い基盤でありながらも 1年間の活動を行いました。 

6月には総会を開催し、新役員体制と2012年度事業報告及び決算を承認いただきました。 

会長交代に伴い、当協議会の事務局を京都府のいこいの村栗の木寮から愛知県の聴覚・

ろう重複センター碧へ移転しました。 

障害福祉の動向については平成 24 年 6 月に障害者総合支援法（以下総合支援法）が参議

院で可決・成立し、25 年 4 月から施行されました。 

ろう重複障害者の実態が適切に反映するよう、平成 24 年度に「障害程度区分の問題点及

び改善策」に関する資料等を厚生労働省に提供したことに続き、平成 25 年度も会員施設の

ご協力を得て「障害支援区分試行調査」を実施した結果を提言として、厚生労働省に提出

しました。厚生労働省担当部署との協議を 3 回実施、審査員、調査員マニュアルへの「ろ

う重複障害者」への考慮に関する項目を盛り込むなど一定の成果を得ました。 

また今年度も基本合意の実現に向け、全日本ろうあ連盟の福祉政策プロジェクトチーム

を通じた国への意見反映や厚生労働省への統一要望の行動を行いました。 

対外活動では、全国手話研修センターに１名の委員、全日本ろうあ連盟の「福祉基本政

策検討プロジェクトチーム」（以下、プロジェクトチーム）に２名の委員を派遣し、聴覚障

害者福祉関係団体や事業所との連携を図ってきました。 

事業については以下の活動を行いました。渉外部では、プロジェクトチーム会議で統一

要望書作成や聴覚障害者社会資源創出事業等の話し合いをしました。広報部では、会員施

設の皆様に向けた広報活動や通信№34 を発行しました。研修部では、会員の共益を目的と

した各種研修（主任指導員研修等）を行いました。小規模対策部では、地域活動支援等の

小規模施設を対象とした学習交流会を開催し、交流を深めました。調査研究部では、障害

支援区分試行調査をブロックごとの会員施設の協力を得て実施しました。実施結果を検討

し、厚労省へ提言するなど取組みました。会計では、組織強化に向けて新しい収入の方法

を探りつつ、支出削減に努めました。 

最後に平成 25 年度は聴覚障害福祉に関する歴史に刻む大きな出来事がありました。地域

の法律である「手話言語条例」が北海道新得町、三重県松阪市等に次々と誕生し、全国の

各地で大きな影響をもたらしました。私たち施設も聴覚・ろう重複障害者が暮らしやすい

社会を構築できるよう取り組んできました。会員施設は 35 を超える協議会となりましたが、

まだまだ足腰の弱い会です。会員施設の声を大切にしながら、施設間の協力体制を確立し、

聴覚・ろう重複障害者福祉充実のための環境を整えられるよう運営基盤の強化を目指して

いきます。 

 

〈平成２５年度活動内容〉 

１．総会・会 議の開催 

(1) 平成 25 年度総会 

  ア 期 日：平成 25 年 6 月 23 日（土）～24 日（日） 
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   イ 主 管：ふれあいの里・どんぐり 

   ウ 会 場：さいたま市・すこやかプラザ（さいたま市） 

エ 内 容：平成 24 年度活動報告および収支決算、監査報告 

             平成 25 年度活動計画および収支予算 

        ブロック会議 

 

(2) 第 17 回施設長会議 

◇期 日：平成 25 年 11 月 22 日（金）～23 日（土） 

◇主 管：らいおん工房 

◇会 場: 千葉聴覚障害者センター 

◇参加者数:19 人 

◇内 容:講演 

講演：今後の障害者福祉の動向と課題 
        講 師： 日本社会事業大学教授 

佐藤 久夫先生 

 

報告 ろう重複障害者への支援実践の報告（会員施設から２施設） 

 

(3) 役員会 

ア 第 1回役員会 

◇期 日：平成 25 年 6 月 28 日（金） 

◇会 場: ラフレさいたま 5階楓の間 

◇参加者数:9 人 

◇内 容: １ 総会の内容について 

      ２ 第９期役員について 

      ３ 厚生労働省への要望について 

      ４ その他総会開催に向けての準備 

  イ 第 2 回役員会 

◇期 日：平成 25 年 11 月 22 日（金） 

◇会 場: 千葉聴覚障害者センター 

◇参加者数:8 人 

◇内 容: １ 障害支援区分の試行調査について 

      ２ ろう重複協会則の見直し 

      ４ 施設長会議開催に向けての準備 

 

２ 専門部活動報告 

（1）渉外部活動報告 

ア 厚生労働省との懇談  

◇期 日:平成 25 年 5 月 16 日（木） 

◇会 場：厚生労働省 

◇出席者:顧問   山口愼一 

会長   柴田浩志 
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副会長 桑原隆俊 

◇内 容:1.ろう重複障害者支援に関する調査報告 

         2.障害支援区分について 

 

イ 全日本ろうあ連盟「福祉基本政策検討プロジェクトチーム」会議 

（1）第 1回委員会 

◇期 日  平成 25 年 7 月 15 日（月） 

◇会 場  東京都障害者福祉会館 

◇内 容：1.障害者総合支援法・障害者差別解消法案等に対する政策への取組み 

      について 

        2.パブリックコメント意見提出について 

        3.障害者地域活動支援センター設置・運営に向けたモデルプラン策定

及び学習会企画について 

        4.全国聴覚障害福祉協議会（仮称）設立ほか今年度の取組みについて 

（2）第 2回委員会 

◇期 日  平成 25 年 11 月 1 日（金） 

◇会 場  京都繊維会館 

◇内 容：1.聴覚障害者社会資源創出事業（案）について 

        2.障害支援区分に関する意見について 

ウ 第 3回委員会 

◇期 日  平成 26 年 1 月 9 日（金） 

◇会 場  京都繊維会館 

◇内 容：1.統一要望書の内容について 

 

エ 厚生労働省との 5団体統一要望懇談会 

 ◇期 日  平成 26 年 1 月 21 日（火） 

◇会 場  厚生労働省 

◇内 容： 統一要望書について 

 

（2）広報部活動報告 

 『ろう重複施設協通信』ＮＯ.34 の発行 

 会員施設にメール発信 

 会員への連絡、研究会報告、課題提起、情報提供などに活用  

 

（3）研修部活動報告 

ア 第 17 回主任指導員会議の開催 

◇期 日  平成 26 年 2 月 22 日（土）～23 日（日） 

◇主 管  たましろの郷 

◇会 場  たましろの郷・かんぽの宿青梅（東京都） 

◇参加者数 18 名（ろう重複協加盟：15 施設／18 名） 

◇内 容   

① 講演 『障害者虐待防止と利用者主体の支援のあり方』 
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          講師    立正大学福祉学部   准教授 濱畑 芳和 氏 

 ② 実践報告・意見交換 

      『新しく採用した職員への教育（研修・指導）等』 

              ほくぶ障害者作業所      植北 直子 氏 

      『利用者の工賃アップに向けての実践・取組み』 

              あいらぶ工房        曽我 久美子  氏 

      『リスクマネジメント・リヤリハット』についての各施設の取組み 

              びわこみみの里       松村 輪香子 氏 

 

イ 第 14 回聴覚障害職員の役割を考える研修会の開催 

※全国高齢聴覚障害者福祉施設協議会との共催 

◇期 日  平成 26 年 2 月 22 日（土）～23 日（日） 

◇主 管  社会福祉法人光道園 光が丘ワークセンター 

◇会 場  嚮陽会館（福井県） 

◇参加者数 48 名（ろう重複協加盟：10 施設／25 名） 

◇内 容   

①講演  『福祉施設職員の専門性・役割とは』 

 ～聴覚障害職員・聞こえる職員それぞれの立場から考える

きっかけとして～ 

        講師 福井大学教育地域科学部     

教授 松木 健一 氏 

 ②レポート報告・意見交換 

 

（4）小規模対策部活動報告 

ア 第 9回小規模作業所学習交流会の開催 

◇期 日  平成 26 年 1 月 18 日（土）～1月 19 日（日） 

◇主 管  NPO 法人 聴覚・ろう重複障害者生活支援センター 

◇会 場  徳島県立障がい者交流プラザ（徳島県） 

◇参加者数 37 名（ろう重複協加盟：12 施設／35 名） 

◇内 容   

① 講演 『会議や打合せを効果的にするファシリテーションスキル』 

      講師 徳島文理大学保健福祉学部  准教授 岩城 由幸 氏 

② レポ－ト報告  

   『聴覚障害者の就労自立支援について ～新潟の取り組み～』 

                特定非営利活動法人にいまーる 

地域活動支援センター手楽来家   施設長 臼井 千恵 氏 

 

 『くじら共同作業所の現状について』 

社会福祉法人くじら福祉会くじら共同作業所 次長 白藤良和氏 
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『施設内での Aくんの生活について』 

  特定非営利活動法人 聴覚・ろう重複障害者生活支援センター 

 地域活動支援センターやまもも 作業支援員 林 アリセ 氏 

          梶本 浩子 氏 

 

③ 現状報告・意見交換 

    『小規模通所施設は、これから何が求められるか』 

 

 

（5）調査研究部活動報告 

ア 会員施設の障害支援区分試行調査を実施 

イ 検討会 

◇期 日：平成 25 年 8 月 20 日（火） 

◇会 場：京都市聴覚言語障害センター（京都府） 

◇出席者：6人 

 ◇内容：障害支援区分施行調査の実施結果の検討 

ウ 厚生労働省担当部署との協議を 3回実施 

マニュアルへの「ろう重複障害者」への考慮に関する項目を盛りこむよう要望。 

 

3 その他の活動報告 

 (1) 関係機関・団体との連携  

ア 第 61 回全国ろうあ者大会・開会式典 

◇期 日：平成 25 年 6 月 16 日（日） 

◇会 場：山形国際交流プラザ山形ビッグウイング（山形県） 

◇出席者：会長 柴田浩志 

 

イ 平成 25 年度全国盲重複障害者福祉施設研究協議会施設長セミナー 

◇期 日：平成 25 年 6 月 7 日（木） 

◇会 場：ザ・クレストホテル立川（東京都） 

◇出席者：会長 柴田浩志 

 

  ウ 全国聴覚障害者情報提供施設協議会第 9回（通算 21 回）施設大会 

◇期 日：平成 25 年 6 月 27 日（木） 

◇会 場：新潟県 

◇出席者：会長 柴田浩志 

 

エ 式典・祝賀会 

 ◇なかまの里 20 周年記念式典 

◇期 日：平成 25 年 10 月 20 日（日） 

◇会 場：熊取町ふれあいセンター（大阪府） 

◇出席者：会長 渡邊健二 
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オ「第 16 回全国聴覚障害者福祉研究交流集会」協賛 

◇期 日：平成 25 年 11 月 16 日（土）～17 日（日）           

◇会 場：埼玉県 

 

  カ 社会福祉法人全国手話研修センター 

    評議員：副会長 吉見剛二 

    任 期：平成 24 年 2 月 21 日～平成 26 年 2 月 20 日 

 

  キ 全日本ろうあ連盟「福祉基本政策検討プロジェクトチーム」 

    構成員：副会長 柴田浩志 副会長 吉見剛二 

    任 期：平成 22 年 4 月 1 日～平成 25 年 6 月 30 日 


